
新庁舎建設に伴う各部署の移転のお知らせ新庁舎建設に伴う各部署の移転のお知らせ

　新庁舎建設に伴う、11月～12月に予定している各
部署の移転スケジュールをお知らせします。
　移転の前後で窓口の場所が変わる部署があ
りますので、手続きなどで来庁される際はご
注意ください。ご迷惑をお掛けしますが、引
き続きご理解・ご協力をお願いします。

令和５年 令和６年

11 月 12月 １月 ２月

市消防庁舎へ
仮移転

市役所内の移転

移転日 課名 移転先 郵便・電話番号
11 月６日㈪ 総合事務室 市消防庁舎５階（甲田一丁目７の１）※郵便物送付先の住所

（常盤町１の１）および
代表電話番号〔☎（25）
1000〕は移転後も変
更ありません。

11月 27日㈪ 福祉医療課・生活支援課

市役所２階（常盤町１の１）12 月 11日㈪ 高齢介護課・障がい福祉課

12月 18日㈪ 都市魅力課（広聴・情報公開係）・
保険年金課

（11月～12月）（11月～12月） 問総務課（内線 341）問総務課（内線 341）
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●金剛自動車株式会社のバス事業廃止に伴う代替交
通について
　10月１日、「富田林市、太子町、河南町及び千早
赤阪村地域公共交通活性化協議会」が設置されまし
た。
　協議会では、廃止後の代替交通について検討を行
い、優先して確保する路線を５つ抽出し、４市町村
を事業主体とする「コミュニティバス方式」として、
近鉄バス株式会社・南海バス株式会社など交通事業
者と運行について、協議を重ねています。
　今後、その他の路線も含め、検討状況については、
随時、市ウェブサイトおよび広報誌にてお知らせし
ます。

●路線バス事業者の乗務員不足について
　今回バス事業を廃止される金剛バスに限らず、路
線バス業界では全国的に乗務員不足が大きな問題と
なっています。バス、タクシー、電車などの公共交
通は、私たちの生活に欠かせないものです。行政、
交通事業者、そして市民の皆さんで協力して公共交
通を守っていくことが大切です。
●近鉄バス・南海バスでは乗務員を募集しています
　詳しくは近鉄バスウェブサイト〔https://www.
kintetsu-bus.co.jp/driver_r/〕、南海バスウェブサ
イト〔https://www.nankaibus.jp/recruit/〕をご
覧ください。
問道路交通課（内線416）

バス路線の確保に向けて
～地域公共交通活性化協議会を設置～

乗務員求む！
バス運転手が不足しています

近
鉄
バ
ス

南
海
バ
ス
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富田林市表彰
令和5年度

～功績をたたえ 22人と 3団体を表彰～

　本市では、市政や公益に関して功績のあった
人と団体を対象に、表彰をしています。
　令和５年度に表彰を受けられる皆さんと主な
功績をご紹介します。（順不同、敬称略）

■有功賞

《市議会議員》
左近　憲一　　吉年　千寿子

■功労賞

自治振興功労賞
《入札等監視委員》
中山　篤美
《男女が共に生きやすい社会づ
くりを推進する審議会副会長》
星野　智子
教育文化功労賞
《こども会育成連絡協議会役員》
置田　益生　　尾﨑　勝彦
《少年スポーツ連盟役員》
北宅　匠
《スポーツ推進委員》
池上　夏奈美　　田中　陽子

《青少年指導員》
森本　訓正
《（公財）富田林市文化振興事業
団役員》
今澤　光男
《（公財）富田林市文化振興事業
団評議員》
奥田　章子
公安防災功労賞
《消防団分団長・副分団長》
二宮　光博
《防犯委員会地区長》
内本　年一
産業振興功労賞
《河内音頭保存会役員》
谷口　加代子
《じないまち四季物語実行委員
会役員》
阪本　洋史

《「富田林の海老芋」大阪府内初
の地理的表示（GI）保護制度
の登録》
富田林市海老芋振興協議会
《南大阪工業団地協同組合役員》
中野　好廣
福祉衛生功労賞
《保護司》
奥野　智惠美　　楠本　善照
《（一社）富田林歯科医師会会長・
副会長》
内田　実
《民生委員・児童委員》
杏中　悦子　　川喜田　敏夫
《地区福祉活動》
板持住宅地区福祉委員会
《傾聴活動》
富田林傾聴ボランティア「また
あした」

問秘書課（内線312）

「市立多文化共生・人権プラザ」愛称募集

イメージ図イメージ図

令和６年４月オープン予定の本施設を、令和６年４月オープン予定の本施設を、
市民の皆さんを始め、多くの人から親しま市民の皆さんを始め、多くの人から親しま
れる施設とするため、愛称を募集します。れる施設とするため、愛称を募集します。

市立多文化共生・人権プラザ
　本市が進める「誰一人取り残さない」と
いう SDGs の理念のもと、「人権教育・多
文化共生、男女共同参画、市民活動・交流
の促進」をコンセプトに、市民一人一人の
人権を尊重し、誰もがいつでも利用できる
新たな拠点として、気軽に訪れられる施設
をめざします。

募集内容　コンセプトに沿った、親しみやすく、覚えやすい愛称
応募点数　制限なし
募集要項・応募用紙の配布　11月30日㈭まで、市役所１階都
市魅力課、人権文化センター、金剛連絡所、すばるホール４階
人権・市民協働課、T

ト ピ ッ ク

opic（きらめき創造館）、中央・東・金剛
公民館、中央・金剛図書館で配布
※市ウェブサイト（人権文化センターのページ）からダウンロー
ドもできます。
応募方法　11月１日㈬～11月30日㈭に、応募用紙（任意の
用紙も可）に、愛称（ふりがな）、愛称の理由、住所、氏名（ふ
りがな）、電話番号、年齢を記入し、メール、ファクスまたは
郵送で、〒584-0024若松町一丁目９の12　人権文化セン
ター〔☎（24)0583・℻   (26)3612・ liberty-center@city.
tondabayashi.lg.jp〕へ ( 持参申し込みも可）
※右図からも応募できます。
選考方法
応募作品の中から数点選考し、皆さんに投票していただきます。
詳しくは、12月号広報や市ウェブサイトでお知らせします。
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その行動は？子どもへの虐待です！

身体的虐待
　殴る、蹴る、叩く、激しく揺さぶる、戸外
に閉め出すなど、身体的に直接暴力をふる
い、傷を負わせたり、その恐れのある行為
心理的虐待
　言葉による脅しや脅迫、無視など拒否
的な態度を示す、きょうだいで接し方に
不公平がある、子どもの目の前で家族に
暴力をふるうなど、言葉や態度で子ども
の心を傷つける行為
ネグレクト
　乳幼児を家に残して外出する、食事を
与えない、ひどく不潔にするなど、適切な
衣食住の世話をせずに放置したり、子ど
もの健康と成長発達を損なう行為
性的虐待
　子どもへの性的行為の強要、性行為を
見せる、性的欲求を刺激するような写真
の被写体にするなど、子どもの成長段階
に不適切な性的接触
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児童虐待かもと思ったら．．．児童相談所虐待対応ダイヤル〔☎1
いちはやく

89〕へ

　児童虐待とは、親または親に代わる保護者が子どもの心身を傷付けるなど、健全な成長や発達を妨げる行為の
ことをいいます。本市では虐待防止のためのネットワーク「要保護児童対策地域協議会」を設置し、虐待の防止
や状況の改善に努めています。

11 月は児童虐待防止推進月間

あなたしか気づいてあなたしか気づいて
ないかもそのサインないかもそのサイン
※令和５年度「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」標語

体罰などによらない子育てのために

　子どもが思ったとおりに行動してくれずイライラして、怒鳴りたく
なることは誰にでもありうることです。一見、体罰や暴言には効果が
あるように見えますが、それは叩かれた恐怖などによって行動した姿
であり、子どもは叱られた理由を理解できていないこともあります。

こんなことしていませんか　～これらは全て体罰です～

■言葉で３回注意したけど言うことを聞かないので、ほほを叩いた
■大切なものにいたずらをしたので、長時間正座させた
■友達を殴ってけがをさせたので、同じように子どもを殴った
■他人の物を取ったので、お尻を叩いた
■宿題をしなかったので、夕ご飯を与えなかった

～子どもの心を傷つける行為です～

■冗談のつもりで、「お前なんか生まれてこなければよかった」
など、子どもの存在を否定するようなことを言った
■やる気を出させるという口実で、きょうだいを引き合
いにしてけなした
※「体罰等によらない子育てのために（厚生労働省）」より抜粋。

児童虐待の早期発見には、皆さんの通告が必要です

　通告者や相談者のプライバシーは厳守されますので、虐待を受
けていると思われる子どもを見つけたときや、ご自身が子育てな
どで悩んだときは、左下の相談窓口にご連絡、ご相談ください。
身近にこんな子どもはいませんか？
〇不自然なあざや傷がある
〇衣類や体がいつも汚れている
〇暗くなっても外を歩き回り家に帰りたがらない
〇長時間外やベランダなどに出されている
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防災無線による訓練放送を実施

　国が主催する情報伝達訓練が、全国一斉
に全国瞬時警報システム「Ｊ

ジェイ

ーＡ
ア ラ ー ト

ＬＥＲＴ」
を用いて実施されます。市内に設置してい
る防災無線から訓練放送が流れます。訓練放送が流
れたら、可能な範囲で次の行動をとりましょう。
とき　11月15日㈬、午前11時ごろ
※気象・地震活動の状況などによっては、訓練放送
を中止することがあります。
屋外にいる場合
●「逃げる」（近くの建物や地下施設）
●「伏せる」（近くに建物がない場合）
屋内にいる場合
●「離れる」（爆風で割れた窓ガラスを避ける）
　本市では、武力攻撃やテロなどが発生した場合に、
国民の生命・身体財産を守る行動を的確に実施でき
るように「富田林市国民保護計画」や有事の際の避

難実施要領パターンを策定しています。詳しくは市
ウェブサイト（危機管理室のページ）をご覧ください。
●全国瞬時警報システム「Ｊ

ジェイ

ーＡ
ア ラ ー ト

ＬＥＲＴ」とは？
　地震やミサイル飛来情報などで対処に時間的な余
裕がない事態が発生した場合、通信衛星を用いて国
（消防庁）から直接市町村などに情報を送信し、市町
村の同報系防災行政無線を自動起動するなどして住
民に緊急情報を瞬時に伝達するシステムのことです。
問危機管理室（内線9503）

防災情報音声案内サービスのご利用を

　同サービスは、防災無線から放送している防災情
報の内容を電話で確認できるものです。防災無線の
放送が聞き取りにくい場合などにご活用ください。
なお、この電話はフリーダイヤルで通話料はかかり

ません。ただし、緊急情報の放送では使用できません。
電話番号〔☎0800(805)5653〕
問危機管理室（内線9503）
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過去の災害時の
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災害救助犬と合同捜索救助訓練を実施

　10月11日、太子町の二上山において、本市と
災害協定を締結してい
る認定NPO法人日本
レスキュー協会の活動
の一環となっている災
害救助犬と本市消防本
部救助隊が合同で捜
索・救出救助訓練を実施しました。
問市消防本部警備救急課〔☎（23）1125〕
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次
の
条
件

に
あ
る
場
合
（
た
だ
し
、
そ
の
児

童
を
保
育
で
き
る
人
が
い
る
場
合

を
除
き
ま
す
）

・
家
庭
外
で
仕
事
を
し
て
い
る

・
家
庭
内
で
児
童
と
離
れ
て
日
常

の
家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る

・
出
産
前
後
（
お
お
む
ね
８
週
間
）

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
・
家
庭
的
保
育

事
業
施
設
入
所
者
の
受
け
付
け

・
病
気
や
け
が
、
ま
た
は
心
身
に

障
が
い
が
あ
る

・
家
庭
に
長
期
に
わ
た
る
病
気
の

人
や
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
人
が

い
る
た
め
常
時
介
護
を
し
て
い
る

（
別
居
親
族
の
介
護
含
む
）

・
火
災
や
風
水
害
な
ど
の
災
害
に

よ
り
そ
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る

※
そ
の
他
、
求
職
活
動
や
職
業
訓

練
、
通
学
な
ど
も
入
所
基
準
に
該

当
し
ま
す
。

■
申
込
書
の
配
布

10
月
23
日
㈪
〜
、
こ
ど
も
未
来
室
、

令
和
６
年
度

各
保
育
所
、各
認
定
こ
ど
も
園
、各

家
庭
的
保
育
事
業
施
設
、
金
剛
連

絡
所
で
配
布

■
必
要
書
類

入
所
申
込
書
、
就
労
証
明
書
ま
た

は
申
立
書
、児
童
健
康
問
診
票
、家

庭
の
状
況
届
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

確
認
で
き
る
も
の

※
就
労
証
明
書
ま
た
は
申
立
書
は
、

65
歳
未
満
の
同
居
の
祖
父
母
に
つ

い
て
も
必
要
で
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
同
居

家
族
全
員
分
が
必
要
で
す
。

■
受
け
付
け
と
面
談

第
１
次
＝
11
月
８
日
㈬
〜
11
月
30

日
㈭
、
第
２
次
＝
令
和
６
年
１
月

４
日
㈭
〜
２
月
14
日
㈬

※
い
ず
れ
も
市
役
所
４
階
こ
ど
も

第37回「まちの樹・緑」  
図画コンクール入賞作品決定

　市内小学校の児童を対象に同コンクー
ルの作品を募集したところ、681点の応募
があり、審査の結果、最優秀賞１点、理事
長賞１点、金賞５点、銀賞８点、銅賞10
点の入賞が決まりました。
最優秀賞
・河合 優季さん（藤沢台小学校６年生）
理事長賞
・棗田 みのりさん（喜志小学校４年生）

金賞
・大原 なごみさん（藤沢台小学校６年生）
・山東 愛歩さん（藤沢台小学校６年生）
・永田 小瑚愛さん（寺池台小学校５年生）
・児玉 蘭緒さん（小金台小学校５年生）
・佐藤 芽朔さん（大伴小学校３年生） 
※入賞作品は10月31日㈫～11月12日㈰
にけあぱるで展示します。また、公共施設
に入賞作品とみどりの情報を掲載した啓発
冊子「グリーン・あい第110号」を備え付
けています。
問（一財）市公園緑化協会（内線409）

防火図画コンクール入賞・入選作品決定

　同コンクールは、市消防本部と防火協会
が「火の用心」を呼び掛けるため、管内小・
中学校の児童・生徒を対象に、毎年実施し
ています。今年は、365点の応募の中から
入賞・入選の作品が選ばれました。また、
入賞作品の中から佐藤 芽朔さん（大伴小
学校３年生）と田中 希さん（第三中学校
２年生）の２作品を防火ポスターに採用し、
「秋の火災予防運動」から、公共施設や事
業所などに掲示します。

問市消防本部予防課〔☎(23)1124〕

◀
河
合
さ
ん
の
作
品

◀
棗
田
さ
ん
の
作
品

◀
佐
藤
さ
ん
の
作
品

◀
田
中
さ
ん
の
作
品

未
来
室
で
受
け
付
け
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
は
除
く
）。
た
だ
し
、
11

月
19
日
㈰
は
市
役
所
地
下
９
０
３

会
議
室
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
子
ど
も
を
同
伴
し
、
母
子
健
康

手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
入
所
の
承
諾

入
所
基
準
に
よ
り
順
次
選
考

※
定
員
に
余
裕
の
な
い
場
合
な
ど

は
、
待
機
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

■
結
果
通
知

第
１
次
受
け
付
け
分
は
12
月
末
に
、

第
２
次
受
け
付
け
分
は
令
和
６
年

２
月
下
旬
に
通
知

問
こ
ど
も
未
来
室
（
内
線
２
９
２

〜
２
９
４
）

Ｍミ

ラ

ｉ
ｒ
ａ
‐
ｔト

ン
ｏ
ｎ
ダ
ッ

シ
ュ
２
０
２
３
「
市
民
活

動
交
流
会
」

　
「
市
民
活
動
っ
て
な
に
？
」 

み
ん
な
で
新
し
い
交
流
の
輪
を

広
げ
ま
せ
ん
か
。

と
き　

11
月
７
日
㈫
、
午
後
２

時
〜
４
時

と
こ
ろ　

す
ば
る
ホ
ー
ル

対
象　

市
内
で
活
動
す
る
団
体
、

市
民
活
動
団
体
を
始
め
た
い
人

定
員　

20
人

参
加
費　

無
料

申
し
込
み　

11
月
６
日
㈪
〜
、

市
民
公
益
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
（
申
し
込
み
先
着
順
、
電
話

申
し
込
み
可
）　
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ＬＧＢＴＱコミュ
ニティスペース
「にじいろブーケ」

　

L
G
B
T
Q
当
事
者
、
当
事
者

か
も
と
思
う
人
、
支
援
し
た
い
人

の
集
ま
り
の
場
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

と
き　

11
月
18
日
㈯
、午
後
１
時

〜
３
時　

と
こ
ろ　

富
田
林
寺
内
町　

内
容　

散
策
お
よ
び
交
流
会

定
員　

20
人

参
加
費　

２
０
０
円

申
し
込
み　

11
月
６
日
㈪
〜
16
日

㈭
に
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
人

権
・
市
民
協
働
課
の
ペ
ー
ジ
）
の

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
、
メ
ー
ル
で
、
講
座
名
、
参

加
者
の
氏
名
（
匿
名
可
）
を
記
入

し
、
人
権
・
市
民
協
働
課
〔（
内

線
４
７
４
）・
℻  
（25）
９
０
３
７
・

jinken@
city.tondabayashi.

lg.jp

〕
へ
（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
抽
選
、
電
話
申
し
込
み
可
）

Ｐｉｃｋ　Ｕｐ！

　９月14日、「第24回ダ
イハツ全国小学生ABCバ
ドミントン大会大阪府予選
会」で優勝の成績を収めた、
藤沢台小学校６年生の竹本 
琉華さんが、表敬訪問され
ました。

　９月28日、四天王寺大
学・四天王寺大学短期大学
部と包括連携協力協定締結
式が実施されました。
　今後は、地域社会の活性
化に向けて幅広い分野での
連携協力を進めていきま
す。

　10月２日、「第70回国
際理解・国際協力のための
高校生の主張コンクール大
阪府大会」で最優秀賞の成
績を収めた、府立河南高等
学校１年生の渋川 宏花さ
んが、表敬訪問されました。

「こども食堂・居場所に関する」アンケート
にご協力ください

　（一社）市人権協議会・（社福）市社会福祉協議会・
ＮＰＯ法人きんきうぇぶでは、休眠預金事業を活用し、
「とんだばやしみんなの居場所づくり応援隊」を結成
しました。
　この活動では、「市内すべての小学校区にこども食
堂などの居場所をつくること」、「地域フードバンクを
設立し、こども食堂などの安定的な運営をサポートす
ること」をめざし、市内での居場所の運営に興味のあ
る人をサポートします。
　この度、市民の皆さんに「こども食堂・居場所」に関す
るアンケートを実施しますので、ご協力をお願いします。
対象　市内在住の人
受付期間　12月31日㈰まで
回答方法　右図より回答ください。
問増進型地域福祉課（内線298）

　10月10日、防犯功
労団体表彰を受賞され
た富田林警察署管内防
犯協議会の会長、雨面 
正治さんが受賞報告に
来庁されました。

　９月28日、国立大学
法人大阪大学と、生活習
慣病予防のための行動変
容継続を実現するための
指標に関する研究開発に
ついての協定を締結しま
した。

市 LGBTQ・A
ア ラ イ

LLYカンパニー認定証を交付

　10月12日、株式会
社友栄精密様に第１号
となる「市 LGBTQ・
ALLY カンパニー認定
証」を交付しました。
問人権・市民協働課（内線474）

11
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令
和
４
年
４
月
１
日
よ
り
、
成

人
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
こ
れ

ま
で
の
「
成
人
式
」
を
「
は
た
ち

の
つ
ど
い
」
と
名
称
変
更
し
、「
は

た
ち
」
の
人
を
対
象
に
式
典
を
行

い
ま
す
。

と
き　

令
和
６
年
１
月
８
日
㈷
、

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
（
午
前
９

時
30
分
〜
受
け
付
け
）

と
こ
ろ　

す
ば
る
ホ
ー
ル

※
式
典
は
大
ホ
ー
ル
で
実
施
し
ま
す
。

※
式
典
会
場
に
は
待
合
室
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
受
付
時
間
に
合
わ
せ

て
ご
来
場
い
た
だ
き
、
受
付
開
始

後
は
式
典
会
場
へ
す
み
や
か
に
ご

入
場
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
式
典
終

了
後
は
、
係
員
や
警
備
員
の
指
示

に
従
っ
て
お
帰
り
く
だ
さ
い
。　

※
敷
地
内
へ
の
ア
ル
コ
ー
ル
類
の

持
ち
込
み
お
よ
び
飲
酒
は
で
き
ま

せ
ん
。

※
介
助
が
必
要
な
人
は
事
前
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

平
成
15
年
４
月
２
日
〜

16
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

問
生
涯
学
習
課〔
☎
(26)
８
０
５
６
〕

式
典
登
壇
者
募
集

　

式
典
に
お
い
て
、
登
壇
し
て
い

た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容
・
人
数　

花
束
・
記
念

品
を
受
け
取
る
人
＝
５
人
、「
誓
い

の
こ
と
ば
」
を
述
べ
る
人
＝
２
人

対
象
者　

令
和
６
年
は
た
ち
の
つ

ど
い
の
対
象
者
で
、
12
月
１
日
㈮
、

午
後
７
時
〜
、
Ｔト

ピ

ッ

ク

ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
（
き

ら
め
き
創
造
館
）
で
開
催
す
る
説

明
会
に
参
加
で
き
る
人

申
し
込
み　

11
月
24
日
㈮
（
必
着
）

ま
で
に
、は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル
に
住
所
、氏
名
、電
話
番
号

を
明
記
し
、〒
５
８
４・８
５
１
１
常

盤
町
16
の
11　

生
涯
学
習
課〔
☎

(26)
８
０
５
６
・
℻  
(26)
８
０
６
４
・

s-gaku@
city.tondabayashi.

lg.jp

〕へ（
申
し
込
み
多
数
の
場
合

抽
選
、電
話
申
し
込
み
可
）

は
た
ち
の
つ
ど
い

令
和
６
年

大
阪
ろ
う
あ
者
成
人
式
に

ご
参
加
を

　
（
公
社
）
大
阪
聴
力
障
害
者
協

会
と
大
阪
市
聴
言
障
害
者
協
会
で

は
、
府
内
在
住
の
ろ
う
あ
者
を
対

象
に
、
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
・
内
容　

令
和
６
年
１
月
７

日
㈰
、
午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

府
立
福
祉
情
報
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
大
阪

市
東
成
区
中
道
一
丁
目
３
の
59
）

対
象
者　

平
成
15
年
４
月
２
日
〜

16
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人　

参
加
費　

無
料　

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
住
所
、氏
名
、生
年
月
日
、フ
ァ

ク
ス
番
号
を
記
入
し
、（
公
社
）
大

阪
聴
力
障
害
者
協
会
事
務
局
〔
☎

０
６（
６
７
４
８
）０
３
８
０
・
℻  

０
６（
６
７
４
８
）０
３
８
３
〕
へ

新しい民生委員・児童委員
が決定

　民生委員・児童委員として、
10月１日付けで次の皆さんが
委嘱されました。
●喜志四丁目
左近 比佐子さん
●神山町
開 靖晃さん
●嬉・桜ケ丘町
藤田 忠さん
※担当地区の民生委員・児童委
員の連絡先などは、お問い合わ
せください。
問増進型地域福祉課（内線275）

市産後ケア事業を実施しています

　同事業では、医療機関でのショートステイ
（宿泊）やデイサービス（日帰り）にて、助産
師などによる乳房のケアや授乳相談、赤ちゃ
んの健康状態の確認、育児相談などを実施し
ています。
対象者　生後４カ月未満の乳児とその母親
（早産児の場合は、お問い合わせください）
　また、産後の心身の不調や育児への不安が
続いている産後１年未満の産婦さんと赤ちゃ
んを対象に、訪問看護型の産後ケアも実施し
ています。
※同事業を利用するためには、事前の申請が
必要です。申請方法や利用期間など詳しくは、
お問い合わせください。
問保健センター〔☎ (28)5520〕

育児ヘルパー
事業をご利用
ください！

　

本
市
で
は
、
産
前
・
産
後
の
子

育
て
家
庭
を
支
援
す
る
た
め
、
育

児
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者
お
よ
び
利
用
期
間　

妊
婦

ま
た
は
出
産
後
12
カ
月
以
内
の
産
婦

利
用
回
数　

利
用
期
間
内
に
20
回

ま
で（
多
胎
児
の
場
合
は
40
回
ま
で
）　

※
１
日
１
回
２
時
間
以
内
。

利
用
時
間　

月
〜
金
曜
日
の
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
30
分（
祝
日
、年

末
年
始
は
除
く
）

利
用
料　

１
時
間
あ
た
り
３
０
０

円
（
市
民
税
非
課
税
・
生
活
保
護

世
帯
は
無
料
）

支
援
内
容　

食
事
の
準
備
・
後
片

付
け
、
居
室
の
掃
除
、
洗
濯
、
生

活
必
需
品
の
買
い
物
、
授
乳
の
準

備
・
サ
ポ
ー
ト
、沐
浴
補
助
、お
む

つ
交
換
、
兄
姉
の
遊
び
相
手
、
保

育
所
な
ど
へ
の
送
迎
の
付
き
添
い

（
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
）

利
用
申
請　

母
子
健
康
手
帳
を

持
っ
て
、
こ
ど
も
未
来
室
（
内
線

２
８
３
）
へ
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11月11日～17日は「税を考える週間」

　「税を考える週間」は、税に対する理解
を一層深めていただき、納税意識の向上を
図るため、国税庁によって行われるキャン
ペーンです。
　期間中は国税庁ホームページで特設ページが開設
されますので、ぜひご覧ください。
問課税課（内線110）

11月は「大阪府ヘイトスピーチ解消推進
条例」啓発推進月間

　府では、ヘイトスピーチをなくし、全ての人がお
互いに違いを認め合い、尊重し合う共生社会づくり
を推進しています。私たち一人一人が命の尊さや人
間の尊厳を認識し、全ての人の人権が尊重される豊
かな社会を築きましょう。
問府人権擁護課〔☎06(6210)9282〕

11月は「こころの再生」府民運動推進月間

　「あいさつ」は人と人との出会いを作るとても大切
なコミュニケーションです。「あいさつ」の大切さを、
子どもたちに、そして未来に伝えていきましょう。
問府教育総務企画課〔☎06(6944)8042〕

秋の全国火災予防運動    
～火を消して　不安を消して　つなぐ未来～

　火災が発生しやすくなる季節を迎え、防火の重要
性を理解していただくため、11月９日㈭～15日㈬
の間、全国一斉に秋の火災予防運動が実施されます。
　市消防本部では、「安全・安心なまち」をめざして、火
災防止対策を重点に巡回広報活動などを実施します。
問市消防本部予防課〔☎(23)1124〕

廃棄物の野積み、不法投棄は犯罪

　土地の所有者・管理者が、土地の管理を適切にし
ていなかったり、安易に土地を貸したりした結果、
廃棄物が不法投棄されたり、埋め立てられたりして、
周りの生活環境に支障を及ぼすことがあります。
　このような場合、土地所有者などが多額の費用を
負担して撤去しなければならなくなるケースもあり
ます。このような事態にならないよう、土地の状況
を定期的に監視するなど管理を徹底しましょう。
　また、土地を他人に貸すときは用途を十分確認し、
書面で契約を結ぶようにしましょう。
問府産業廃棄物指導課〔☎06(6210)9572〕

11月25日～12月１日は犯罪被害者週間  
～みんなで考えよう　みんなで支えよう～

　犯罪被害者やその家族が、再び平穏に暮らせるよ
うになるためには、皆さん一人一人の理解と協力が
必要です。誰もが安心して暮らせる社会へ、皆さん
のご協力をお願いします。
問富田林警察〔☎ (25)1234〕
●相談、付き添いなどの支援を実施
　認定ＮＰＯ法人大阪被害者支援アドボカシーセン
ター（府公安委員会指定犯罪被害者等早期援助団体）
では、事件・事故の被害に遭われた人への相談、付
き添いなどの支援を実施しています。相談・支援は
全て無料で、秘密は厳守しますので、安心してご相
談ください。
とき　月～金曜日（祝日、年末年始は除く）、午前
10時～午後４時
電話番号　〔☎06(6774)6365〕

し尿汲み取りの変更・中止の届け出を

　世帯主名、居住者の人数、便槽の種類、入院など
で一時的に人数が変わった場合や、転出や浄化槽、水
洗便所に便槽を変えるなど、し尿くみ取りの必要がな
くなった場合は、必ず環境衛生課に届け出てください。
※届け出のあった翌月以降からの取り扱いになります。
問環境衛生課（内線144～146）

大阪府森林等環境税整備事業府民説明会

　府では、森林環境税を活用し、豪雨や猛暑から府
民を守るための対策を実施しています。
　森林などへの関心を高めていただくため、
説明会を開催します。
とき　11月８日㈬、午前10時30分～正午
ところ　南河内府民センター　定員　50人
※申し込み方法など詳しくは、お問い合わせください。
問南河内農と緑の総合事務所地域政策室〔☎ (25)
1131・℻  (24)3231〕

ゼロエミッション車を体験

　府では、自動車から排出される二酸化炭素などの
削減を図るため、ゼロエミッション車（電気自動車、
プラグインハイブリッド自動車、燃料電池自動車な
ど）の普及を促進しています。
　ゼロエミッション車の乗車キャンペーンを自動車
ディーラー各店舗などで実施しています。
※詳しくは府ウェブサイトをご覧ください。
問府脱炭素・エネルギー政策課〔☎06(6210)9586〕
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

（
宝
く
じ
助
成
）
で
市
消

防
団
の
活
動
備
品
を
整
備

　

市
消
防
団
で
は
、
令
和
５
年

度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

（
消
防
団
育
成
事
業
）
に
よ
り
、

消
火
活
動
備
品
と
し
て
、
消
防

ホ
ー
ス
と
結
合
し
て
使
用
す

る
、
安
全
性
・
利
便
性
が
高
い

ガ
ン
タ
イ
プ
ノ
ズ
ル
９
本
を
整

備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社

会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備

品
や
集
会
施
設
の
整
備
な
ど
に

対
し
て
助
成
を
行
い
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・

強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
社
会

福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め

の
事
業
で
す
。

問
市
消
防
本
部
消
防
総
務
課

〔
☎
(23)
１
１
２
３
〕

市
営
葬
儀
の
ご
利
用
を

対
象
者　

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

た
人
が
市
民
で
、
市
内
に
お
い
て

葬
儀
を
さ
れ
る
場
合

市
営
葬
儀
指
定
業
者

○
㈱
安
楽
社
（
甲
田
二
丁
目
９
の

10
）〔
☎
(25)
０
０
４
２
〕

○
㈱
花
仙
葬
祭
（
富
田
林
町
24
の

17
）〔
☎
(23)
２
２
３
８
〕

○
㈱
花
安
（
富
田
林
町
18
の
19
）

〔
☎
(23)
６
５
２
６
〕

申
し
込
み　

右
記
の
指
定
業
者
の

中
か
ら
選
択
し
、「
標
準
プ
ラ
ン
」か

「
簡
易
プ
ラ
ン
」の
い
ず
れ
か
を
選

び
、直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
基
本
料
金
に
含
ま
れ
な
い
オ
プ

シ
ョ
ン
な
ど
を
任
意
に
選
択
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、「
富
田
林

市
営
葬
儀
の
ご
案
内
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
環

境
衛
生
課
の
ペ
ー
ジ
）
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

問
環
境
衛
生
課
（
内
線
１
４
７
、

１
４
９
）

標準プラン 簡易プラン

自宅または集会所な
どで葬儀される場合

富田林斎場の葬儀室
で葬儀される場合

20万1660円
大人 28万5180円 大人 26万4810円

小人 28万2120円 小人 26万1750円

葬儀室使用料
※午後５時～翌日午後１時（和室は翌
日午後３時まで）。

5万 920円

霊安室使用料
※ 24時間まで。

3050円

火葬室使用料
大人 1万円
小人 6000円
死産児 4000円

《お亡くなりになられた人が市民で、市内において葬
儀される場合》

■富田林斎場の使用料金
《お亡くなりになられた人が市民の場合》

■市営葬儀の利用料金

新型コロナワクチン接種について 10月13日時点の情報です

問市新型コロナワクチン接種コールセンター〔☎0120(884)056〕
（土・日曜日、祝日を除く、午前９時～午後５時30分）

市ウェブサイト

LINE 友だち登録■令和５年秋開始接種を実施しています■令和５年秋開始接種を実施しています
※初回接種（1、2回目接種）も引き続き実施しています。
※国の方針により、変更する場合がありますので、最新の情報や詳細は市ウェブサイト・
市 LINE 公式アカウントからご確認ください。

接種期間・回数
接種対象者
使用するワクチン
実施医療機関
接種券

接
種
券
発
行

申
請
フ
ォ
ー
ム

令和５年９月20日から令和６年３月31日㈰の間に１回
初回接種を終了した全ての人
オミクロン株 XBB.1.5対応１価ワクチン
市ウェブサイトをご確認いただくか市コールセンターへお問い合わせください。
前回の接種を令和５年５月８日から９月19日に受けた12歳以上の人には、順次発送して
おります。上記以外の人で接種を希望される人は、新型コロナワクチン接種券発行申請
フォームからお申し込みください。市コールセンターでも申請を受け付けていますが、混
み合う場合がありますのでご了承ください。使用していない接種券をお持ちの人は、お持
ちの接種券を使用してください。

令和５年度も接種費用
は引き続き無料です
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創業支援セミナー

　市内で創業を考えている人を対象に、創業
支援セミナーを実施します。詳しくは、お問
い合わせいただくか、市ウェブサイト（商工
観光課のページ）をご覧ください。
とき　11月17日㈮、12月１日㈮、８日㈮、
15日㈮、いずれも午後２時～４時（全４回）
ところ　富田林商工会（粟ケ池町2969の５）　
定員　20人
申し込み　11月６日㈪～、富田林商工会〔☎
(25)1101〕または商工観光課（内線481）
へ（申し込み先着順、電話申し込み可）

第38回商工祭

とき　11月12日㈰、午前10時～午後2時30分
ところ　レインボーホール（市民会館）（粟
ケ池町2969の５）　
内容　抽選会、管内事業所による即売会、う
まいものコーナー、各種イベントなど
※車での来場はご遠慮ください。
問富田林商工会〔☎ (25)1101〕

事業主の皆さんへ    
労働保険の成立手続はお済みですか

　労働保険とは、「労災保険」と「雇用保険」
を総称した言葉で、国が管掌する強制保険で
す。
　労働者を一人でも雇っていれば、各保険の
加入要件を確認の上、手続きをしてください。
問「労災保険」については、羽曳野労働基準監
督署〔☎072(942)1309〕、「雇用保険」につい
ては、ハローワーク河内長野〔☎ (53)3081〕

12月より ∞
インフィニット

K
コ ン

ON R
ル ー ム

OOMの  
開館日などが変更

　12月１日㈮より、∞ KON ROOMの開館
日、開館時間が以下のとおり変更となります。
それに伴い料金体系も変更となります。
開館日　火曜日～土曜日（祝日は休館）
開館時間　午前９時30分～午後９時
料金　学生利用：無料、コワーキング利用：
午前９時30分～正午＝無料、正午～午後４
時＝１回200円、午後４時～９時＝１回500
円、貸会議室利用：１時間200円
問∞ KON ROOM〔☎090（3703）0338〕

試
験
職
種
・
受
験
資
格
・
採
用
人
数　

下
表
の
と
お
り

第
１
次
試
験
日　

12
月
11
日
㈪
〜

21
日
㈭
、
総
合
適
性
検
査

申
込
書
の
交
付　

11
月
１
日
㈬
〜

24
日
㈮
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分
）

に
人
事
課
、
金
剛
連
絡
所
で
交
付

※
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
人
事
課
の

ペ
ー
ジ
）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

申
し
込
み　

次
の
①
と
②
両
方
の

市
職
員
採
用
資
格
試
験

令
和
６
年
4
月
採
用

試験職種 受験資格 採用
人数

事
務
職

手話通訳士
（※１）

昭和 48 年
４月２日以
降に生まれ
た人

手話通訳士の資格
を有する人または
都道府県で手話通
訳者として登録し
ている人（※２）

１人
程度

※１　普通自動車運転免許を取得済みである人
※２　資格、免許を取得見込みの人については、本市採
用には当該資格試験の合格が必要です。

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

①
11
月
21
日
㈫
ま
で
に
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
「
採
用
資
格
試
験
エ

ン
ト
リ
ー
フ
ォ
ー
ム
」
に
必
要
事

項
を
入
力
し
、
エ
ン
ト
リ
ー
し
て

く
だ
さ
い
。

②
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

11
月
６
日
㈪
〜
24
日
㈮（
土
・
日
曜

日
、祝
日
を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
30
分
）に
人
事
課
へ
提
出（
郵

送
可
。
11
月
21
日
㈫
の
消
印
有
効
）

※
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。ま
た
、日

本
国
籍
を
有
し
な
い
人
も
受
験
で

き
ま
す
が
、
従
事
で
き
る
職
務
に

制
限
が
あ
り
ま
す
。

問
人
事
課
（
内
線
３
２
３
、５
５
１
）

補
助
対
象　

昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
に
建
て
ら
れ
た
住
宅

補
助
額

■
耐
震
診
断
補
助
（
木
造
住
宅
の

場
合
）
＝
診
断
費
用
の
お
お
む
ね

９
割
の
額
（
上
限
５
万
円
）　

※
一
般
的
な
住
宅
で
は
自
己
負
担

住宅の耐震診断・
耐震改修・除却
工事補助制度

約
５
０
０
０
円
で
耐
震
診
断
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
木
造
住

宅
以
外
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
耐
震
改
修
補
助
（
木
造
住
宅
に

限
る
）
＝
工
事
費
用
の
３
分
の
１

の
額
（
上
限
１
０
０
万
円
）

■
除
却
工
事
補
助
（
木
造
住
宅
に

限
る
）
＝
上
限
20
万
円

※
い
ず
れ
の
補
助
も
工
事
な
ど
の

契
約
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
け
付
け
は
12
月
末
ま
で
の
予

定
で
す
。
た
だ
し
、
予
算
が
な
く

な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

※
そ
の
他
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
住
宅
政
策
課
（
内
線
４
３
８
）
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南河内環境事業組合の条件付き一般競争入
札参加資格申請を受け付け

　同組合では、残さい運搬処理業務委託の条件付き
一般競争入札参加資格申請を受け付けます。要件な
ど詳しくは、提出要領をご覧ください。
申請書提出要領の配布　11月20日 ㈪（土・日曜日、
祝日を除く午前９時～午後５時30分）まで、同組
合総務企画課（甘南備2345）で配布
※同組合ホームページ〔http://www.mina
mikawachi-kankyo.or.jp/〕からダウンロ
ードもできます。
申請方法　11月１日 ㈬～20日㈪（土・日曜日、祝
日を除く午前９時～午後５時30分）に、申請書提
出要領に基づき作成した書類を同組合総務企画課
〔☎ (33)6584〕へ（郵送不可）

学校給食用物資納入業者登録申請受け付け

　市小・中学校給食会では、令和６年度の学校給食
用物資納入業者の登録申請を受け付けます。
登録申請書の配布・受け付け　11月８日㈬～、富
田林学校給食株式会社（市立学校給食センター内）
で配布する申請書（小・中学校共通様式）に必要書
類を添付し、11月13日㈪～24日㈮（土・日曜日、
祝日を除く午前８時～午後４時）に、富田林学校給
食株式会社へ（郵送不可）
※受け付け後、審査の上登録します。

※その他、登録要件など詳しくは、お問い合わせく
ださい。
問小学校給食用物資納入業者登録に関することは同
センター内市小学校給食会事務局（富田林学校給食
株式会社）〔☎ (26)8039〕、中学校給食用物資納入
業者登録に関することは同センター内市中学校給食
会事務局〔☎ (69)4919〕

建設工事、測量・建設コンサルタント等業
務の入札参加資格審査申請受け付け

　本市では、令和６～８年度の建設工事、測量・建
設コンサルタント等業務の入札参加資格審査申請を
受け付けます。
提出要領の配布 11月１日㈬～（土・日曜日、祝日、
を除く午前９時～午後５時30分）、契約検査課で配布
※市ウェブサイト（契約検査課のページ）からダウ
ンロードもできます。
提出方法　事前に「富田林市業者登録受付システム」
に必要事項を入力し、12月１日㈮～22日㈮（消印
有効）に、必要書類を郵送（一般・簡易書留）また
は宅配便で契約検査課へ（持参不可）
※上下水道事業の入札参加を希望の場合
も、契約検査課で受け付けます。
資格有効期間　令和６年４月１日㈪～９年３月31
日㈬の３年間
問契約検査課（内線476、477）

と
き

11
月
12
日
㈰
、
12
月
３
日

㈰
、
10
日
㈰
、
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
30
分

と
こ
ろ　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

臨
時
窓
口
（
市
役
所
地
下
）

予
約
方
法　

希
望
日
の
２
開
庁
日

前
ま
で
に
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た

は
市
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
で
予
約
の
上
、
申
請

者
本
人
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
持
ち
物
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

日
曜
交
付
（
事
前
予
約
制
）

※
通
常
、日
曜
交
付
は
第
１
・
２
日

曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
11

月
５
日
㈰
は
、
全
国
一
斉
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
連
シ
ス
テ
ム

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
が
あ
る
た

め
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。
手
続
き

日
を
変
更
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
同
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
〔
☎
（26）

９
８
１
５
〕（
月
〜
金
曜
日
と
第

１
・
２
日
曜
日（
祝
日
を
除
く
）、午

前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分
）、市
民

窓
口
課
（
内
線
１
３
１
、１
３
２
）

金剛マルシェ～地場産やさい市～
を開催！

　地元産のおいしい野菜や雑貨などの販売
をはじめ、皆さんに
楽しんでいただける
企画も検討していま
すので、ぜひお越し
ください。
とき　11月26日㈰、12月23日㈯、令和６
年１月27日㈯、２月24日㈯、３月23日㈯、
マルシェ＝午前11時～午後４時（11月26
日㈰は午後１時～７時）、野菜販売＝午後３
時～４時（11月26日㈰は午後１時～）
ところ　金剛銀座街商店街（寺池台一丁目９）
※詳しくは、市ウェブサイト（金剛地区再
生室のページ）をご覧ください。
問金剛地区再生室（内線459）
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中央・東・金剛公民館で同時開催

■11日㈯の催し
《中央公民館》
・人形劇（マリオネット）　午前10時～11時
・囲碁自由対局　午前10時～午後３時
・こどもフェイスペイント　午前10時～午後４時
・アンサンブル演奏会　午後１時30分～２時
・公民館まつり寄席　午後２時30分～４時30分
《東公民館》
・カッパ座の夢の贈りもの～エンタメ S

シ ョ ー

how 
D
ド ー ル

oll d
ド

e G
ゲ ラ

era ～　午後３時～４時（午後２時
30分～開場）
定員　70人　※当日先着順
・舞台発表　午前９時30分～午後０時30分
《金剛公民館》
・小金台小学校和太鼓サークル「鼓雅音」の演奏　
午前10時～10時30分
・クラブ体験　午前11時～（手話、太極拳、フォー
クダンス、マジック）
《各館開催》
・作品展示　午前９時～午後５時
・模擬店・バザー　午前９時（東・金剛公民館は
10時）～午後３時（売り切れ次第終了）

■12日㈰の催し
《中央公民館》
・芸大生による大道芸　午前10時～11時
・ロードトレインがやってくる　午前11時～午
後３時30分
・体組成測定　午前９時～正午
・舞台発表　午後１時30分～３時45分
・わんちゃんとふれあおう　午前10時～午後２
時30分
《東公民館》
・こども将棋教室　午前９時～正午
《金剛公民館》
・盲導犬と歩行体験　午前10時～午後３時
・舞台発表　午前10時～午後０時30分、午後１
時～４時
《各館開催》
・作品展示　午前９時～午後４時
・模擬店・バザー　午前９時（東・金剛公民館は
10時）～午後３時（売り切れ次第終了）

※特に記載のない催しは、当日直接会場へ。内容
など詳しくは、お問い合わせください。
※模擬店・バザーなど一部有料の催しがあります。
※車での来場は固くお断りします。

11/11
12 公民館まつり

問中央公民館〔☎(24)3333〕、東公民館〔☎(25)1772〕、金剛公民館〔☎(28)1121〕

３館連絡シャトルバスを無料運行
※交通事情により、発着が遅れることがあります。
※定員を超えた場合は、出発時間前に発車することがあります。
※小学３年生以下の子どもだけでの乗車はできません。
金剛公民館　発
時 分
９ 20　50
10 20　50
11 20　50
12
13 20　50
14 20　50
15 20　50
16 20　50

東公民館　発
時 分
９ 　　 40
10 10　40
11 10　40
12
13 10　40
14 10　40
15 10　40
16 10　40

中央公民館　発
時 分
９ 00　30
10 00　30
11 00　30
12
13 00　30
14 00　30
15 00　30
16 00　30

公民館周辺地図
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大規模修繕、やるなら今 !? ～マンション
長寿命化促進税制～

■「約125万7千」、一体、何の数字でしょう？
　実は、日本のマンション戸数のうち築40年以上
の戸数です。建築年数の経ったマンションは、修繕
工事を実施せずにいると、経年劣化により外壁の剥
離、漏水などで資産価値が下がるほか、周囲に悪影
響を及ぼす恐れがあります。一方で、修繕工事を実
施するためには、大勢の所有者の合意が必要であり、
修繕計画がまとまらないことで、修繕工事を行うこ
とが難しいといった課題もあります。
　そこで、本市では所有者の皆さんがより良い状態
でマンションを活用できるよう、長寿命化を促進す
る大規模修繕工事を行ったマンションに対し、固定
資産税の減額措置を新たに設けました。
■大規模修繕工事とは？
　外壁塗装等工事、床防水工事、屋根防水工事の３

つです。なお、令和５年４月１日から令和７年３月
31日㈪の期間にこれらの工事が完了したマンショ
ンが対象です。
■対象となるマンションは? どのくらい減額されるの？
　主な要件としては、総戸数が10戸以上かつ築20
年以上経過しており、過去に大規模修繕工事を１回
以上実施しているマンションが対象となります。減
額される固定資産税は、工事が完了した翌年度に限
り、延べ床面積のうち100㎡を対象に３分の1が減
額されます。ただし、市からマンション管理計画の
認定を受けていることや、令和３年９月１日以降に
修繕積立金の金額を管理計画の認定基準まで引き上
げたなどの条件があります。なお、都市計画税は減
額されません。
　この機会に、マンションの資産価値の維持や長期
的に安心な生活を続けていくために、マンション長
寿命化促進税制の利用を考えてみませんか。
※詳しくは、市ウェブサイト（課税課の
ページ）をご覧いただくか、同課までお
問い合わせください。

課税課（内線113～115）

南
河
内
環
境
事
業
組
合 

職
員
募
集

試
験
職
種
、
受
験
資
格
お
よ
び

採
用
予
定
人
数

■
事
務
職
上
級
（
２
人
程
度
）

平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
、
大
学（
短
期
大
学
は

除
く
）を
、卒
業
ま
た
は
令
和
６
年

３
月
31
日
㈰
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
人（
大
学
院
に
入
学
で
き
る
人
）

第
１
次
試
験
日
・
試
験
内
容　

12
月
10
日
㈰
、総
合
適
性
検
査
、

集
団
面
接
試
験

申
込
書
の
交
付　

11
月
17
日
㈮

ま
で
、
同
組
合
総
務
企
画
課
で

交
付（
同
組
合
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

〔http://w
w
w
.m
inam

ika
w
achi-kankyo.or.jp/

〕か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
）

申
し
込
み
の
受
け
付
け　

11
月

１
日
㈬
〜
17
日
㈮
（
郵
送
の
場

合
は
、
14
日
㈫
ま
で
の
消
印
有

効
）
に
、〒
５
８
４
・
０
０
５
４

甘
南
備
２
３
４
５　

南
河
内
環

境
事
業
組
合
総
務
企
画
課
〔
☎

(33)
６
５
８
４
〕
へ　

※
申
込
書
の
交
付
、受
け
付
け
、

問
い
合
わ
せ
は
、
月
〜
金
曜
日

（
祝
日
は
除
く
）
の
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
30
分
。

■介護認定調査業務
受験日・試験内容　申し込み後にお知らせ・面接試験
受験資格　基本的なパソコン操作ができる人で、介
護支援専門員、社会福祉士、精神保健福祉士、介護
福祉士、看護師、保健師のいずれかの資格および普
通自動車運転免許を有する人
採用人数　１人
申し込み　11月１日㈬～30日㈭に、履歴書に必要
事項を記入し、写真を貼って、応募動機（400字以
内）を添えて、高齢介護課（内線177）へ（郵送不可）
■介護予防ケアマネジメントに関する業務
受験日・試験内容　申し込み後にお知らせ・面接試験
受験資格　介護支援専門員の資格および普通自動車

運転免許を有し、自動車・自転車で訪問業務ができる人
採用人数　１人
申し込み　11月１日㈬～30日㈭に、申込書に必要
事項を記入し、写真を貼って、高齢介護課（内線
183）へ（郵送不可）
※免許・資格が必要な業務は、資格証明書の写しを
添付してください。
※月～金曜日（祝日は除く）、午前９時～午後５時
30分に受け付け。
※勤務日、業務内容など詳しくは、実施要領をご覧
ください。
※申込書、実施要領は高齢介護課で配布（市ウェブサイ
ト（高齢介護課のページ）からもダウンロードできます）。

会計年度任用職員を募集
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